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平原部や沿海地帯にも，土地の集中が見られないわ
けではなく，自作農と言いつつ実際には零細経営が
大部分であることを明らかにしている。
　このような中西の華北農業論は，実は陳翰笙『広
東農村の生産関係と生産力』（一九三四年）の立論に
対応したものであり，陳翰笙，銭俊瑞，醇暮橋など
中国農村経済研究会による中国各地の社会調査及び
その研究成果を摂取しつつ構想されたものであっ
た。
　中西功は，一九三四年満鉄入社後，一九三五年～三
六年の「満州経済論争」及び三七年の「中国統一化
論争」の一方の旗頭として，当時「満鉄マルクス主
義」を代表する大上末広との間で激しい論戦を交え
たことはよく知られている。
　当時，中西は，二十五歳（一九三五年），まずその
若さに驚かされる。彼の理論や方法論は，上海から
戻った三二年二月以後，満鉄入社のために渡満する
までの，日本での経験や蓄積，主に『日本資本主義
発達史講座』に依拠しながら，日本資本主義研究に
没頭した二年余の間に得たものであろう。
　だが，中西はこの『日本資本主義発達史』が，あ
まりにも封建制の残津，半封建制に重点を置きすぎ，
日本資本主義の発展を軽視していることに不満を感
じていたもようである。渡満後，中西が「満州経済
研究の深化」を『満鉄調査月報』に発表，大上末広
らの主導により編纂された『満州経済年報』の方法
論を批判した時，その矛先が大上らが植民地や半植
民地の封建性や半封建性を強調するあまり，植民
地・半植民地における資本主義発達が過小評価され
ていることに向けられたのも，それに関連している。
　中西は，三七年から三八年にかけ，華北農業研究
の深化を目指し，「河北農村経済の概況」，「北支の地
主」，「北支農業の特質」らを発表，華北農業に対す
る伝統的な見方，華北では自作農が多く，地主・小
作関係はあまり広範には展開しておらず，それゆえ
華北農村は土地所有において，比較的平等な農民か
ら成り立っているといった「幻想」に対し，鋭い批
判を投げかけ，従来の見方に対する修正を試みてい
る。
　ここでも中西は，資本主義の侵入の著しい都市近
郊や鉄道沿線地帯において，土地が次第に地主・富
農層に集中されていく趨勢を指摘し，けっして比較
的平等な所有状態にはないこと，また資本主義の侵
入が遅れていると見られる鉄道から遠く離れた翼中
